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大野市の
ある 11 簡易⽔道

これまで、市⺠の
ましたが、整備後の年⽉の経過とともに、
少による⽔道利⽤者の減少に加え、節⽔型ライフスタイルの定着に伴う⽔道使⽤量の減少等により、⽔道料⾦収⼊は
今後減少傾向となる⾒込みです。また、施設の⽼朽化が進む
るとともに、⽔質の安全性の確保、災害時における給⽔確保も重要な課題となっています

厚⽣労働省は
代への突⼊や東日本大震災の経験など、⽔道事業をとりま
応し、50 年後、
その理想像を具現化するため、今後、取
事業ビジョンを作成していない⽔道事業者

このような中、
向けて、SDGs
の適正化、施設の耐震化、⽔質
します。また、
定・公表している場合、その
定等が盛り込まれたもので
道事業ビジョン」として位置づけます

本計画は、厚⽣労働省より公表された「新⽔道ビジョン」の趣旨を踏まえて、
で、今後の⽔道事業の方向性や当面の間に取
性、持続性を示すものです。

本計画の具体的な施策の取組み期間は
年間を前期、

■時代や環境の変化に対して的確に対応しつつ、水質基準に適合した水が、

必要な量、いつでも、どこでも、誰でも、合理的な対価をもって、持続的に受

け取ることが可能な水道

自然災害等による被災

を最小限にとどめ、被災

した場合であっても、迅

速に復旧できるしなやか

な水道

50年後、

〔強靱な水道

1. 水道事業基本計画

2. 基本計画期間

大野市営水道事業基本計画

大野市の市営⽔道事業は、市街地を中心とした上⽔道事業と、富田・阪谷・和泉地区や下庄・上庄の一部地域に
簡易⽔道事業を運営しており、

これまで、市⺠の⽔道布設の要望や
整備後の年⽉の経過とともに、

少による⽔道利⽤者の減少に加え、節⽔型ライフスタイルの定着に伴う⽔道使⽤量の減少等により、⽔道料⾦収⼊は
今後減少傾向となる⾒込みです。また、施設の⽼朽化が進む

⽔質の安全性の確保、災害時における給⽔確保も重要な課題となっています
厚⽣労働省は、2013(

代への突⼊や東日本大震災の経験など、⽔道事業をとりま
年後、100 年後の将来を⾒据え、⽔道事業の理想像を「安全」「強靭」「持続」の観点から明示するとともに、

その理想像を具現化するため、今後、取
ビジョンを作成していない⽔道事業者

このような中、大野市営⽔道事業
SDGs の考えを取り⼊れながら、⻑期的な視点に⽴った取り組みの方向性や、中⻑期的に進めていく

の適正化、施設の耐震化、⽔質
します。また、本計画は、
定・公表している場合、その

盛り込まれたもので
道事業ビジョン」として位置づけます

は、厚⽣労働省より公表された「新⽔道ビジョン」の趣旨を踏まえて、
で、今後の⽔道事業の方向性や当面の間に取
性、持続性を示すものです。

計画の具体的な施策の取組み期間は
年間を前期、2030(令和

■時代や環境の変化に対して的確に対応しつつ、水質基準に適合した水が、

必要な量、いつでも、どこでも、誰でも、合理的な対価をもって、持続的に受

け取ることが可能な水道

自然災害等による被災

を最小限にとどめ、被災

した場合であっても、迅

速に復旧できるしなやか

な水道

強靭

年後、100年後を見据えた水道の理想像を提示し、関係者間で認識を共有

強靱な水道〕

水道事業基本計画

基本計画期間 

水道事業基本計画

⽔道事業は、市街地を中心とした上⽔道事業と、富田・阪谷・和泉地区や下庄・上庄の一部地域に
を運営しており、

⽔道布設の要望や
整備後の年⽉の経過とともに、

少による⽔道利⽤者の減少に加え、節⽔型ライフスタイルの定着に伴う⽔道使⽤量の減少等により、⽔道料⾦収⼊は
今後減少傾向となる⾒込みです。また、施設の⽼朽化が進む

⽔質の安全性の確保、災害時における給⽔確保も重要な課題となっています
2013(平成 25)年

代への突⼊や東日本大震災の経験など、⽔道事業をとりま
年後の将来を⾒据え、⽔道事業の理想像を「安全」「強靭」「持続」の観点から明示するとともに、

その理想像を具現化するため、今後、取
ビジョンを作成していない⽔道事業者

大野市営⽔道事業(
の考えを取り⼊れながら、⻑期的な視点に⽴った取り組みの方向性や、中⻑期的に進めていく

の適正化、施設の耐震化、⽔質保全へ
本計画は、厚⽣労働省から

定・公表している場合、その基本的記載事項
盛り込まれたものであれば、⽔道事業ビジョン

道事業ビジョン」として位置づけます。 

は、厚⽣労働省より公表された「新⽔道ビジョン」の趣旨を踏まえて、
で、今後の⽔道事業の方向性や当面の間に取
性、持続性を示すものです。計画期間や計画策定のための検討は、なるべく⻑期とすることが望ましいとされています。

計画の具体的な施策の取組み期間は
令和 12)〜2039(

水 道 の

■時代や環境の変化に対して的確に対応しつつ、水質基準に適合した水が、

必要な量、いつでも、どこでも、誰でも、合理的な対価をもって、持続的に受

け取ることが可能な水道

全ての国民が、いつでも

どこでも、水をおいしく飲

める水道

自然災害等による被災

を最小限にとどめ、被災

した場合であっても、迅

速に復旧できるしなやか

〔安全な水道

年後を見据えた水道の理想像を提示し、関係者間で認識を共有

水道事業基本計画の策定

 

図 1 

水道事業基本計画             

⽔道事業は、市街地を中心とした上⽔道事業と、富田・阪谷・和泉地区や下庄・上庄の一部地域に
を運営しており、地域住⺠に

⽔道布設の要望や⽔需要の増加
整備後の年⽉の経過とともに、本市⽔道事業

少による⽔道利⽤者の減少に加え、節⽔型ライフスタイルの定着に伴う⽔道使⽤量の減少等により、⽔道料⾦収⼊は
今後減少傾向となる⾒込みです。また、施設の⽼朽化が進む

⽔質の安全性の確保、災害時における給⽔確保も重要な課題となっています
年 3 ⽉に「新⽔道ビジョン」を策定・公表しました。新⽔道ビジョンは、人口減少時

代への突⼊や東日本大震災の経験など、⽔道事業をとりま
年後の将来を⾒据え、⽔道事業の理想像を「安全」「強靭」「持続」の観点から明示するとともに、

その理想像を具現化するため、今後、取り組むべき事項や方策を示すものと
ビジョンを作成していない⽔道事業者及び⽔道⽤⽔供給事業者に対し、早急に

(上⽔道・簡易⽔道事業
の考えを取り⼊れながら、⻑期的な視点に⽴った取り組みの方向性や、中⻑期的に進めていく

保全への対策などの具体的な
から要請されている

基本的記載事項に、現状評価・課題、将来の事業環境、地域の⽔道の理想像と目標設
⽔道事業ビジョン
 

は、厚⽣労働省より公表された「新⽔道ビジョン」の趣旨を踏まえて、
で、今後の⽔道事業の方向性や当面の間に取り組むべき施策目標を定めるものであり、需要者に対しても事業の安定

計画期間や計画策定のための検討は、なるべく⻑期とすることが望ましいとされています。
計画の具体的な施策の取組み期間は 20 年間を目標とし

2039(令和 21)

の 理 想 像

■時代や環境の変化に対して的確に対応しつつ、水質基準に適合した水が、

必要な量、いつでも、どこでも、誰でも、合理的な対価をもって、持続的に受

全ての国民が、いつでも

どこでも、水をおいしく飲

める水道

安全

安全な水道〕

年後を見据えた水道の理想像を提示し、関係者間で認識を共有

の策定趣旨 

 水道の目指すべき理想像とＳＤＧ

             

⽔道事業は、市街地を中心とした上⽔道事業と、富田・阪谷・和泉地区や下庄・上庄の一部地域に
地域住⺠に安全・安心な⽔道⽔

の増加を受けて、順次⽔道
事業をとりまく

少による⽔道利⽤者の減少に加え、節⽔型ライフスタイルの定着に伴う⽔道使⽤量の減少等により、⽔道料⾦収⼊は
今後減少傾向となる⾒込みです。また、施設の⽼朽化が進む中で

⽔質の安全性の確保、災害時における給⽔確保も重要な課題となっています
⽉に「新⽔道ビジョン」を策定・公表しました。新⽔道ビジョンは、人口減少時

代への突⼊や東日本大震災の経験など、⽔道事業をとりまく経営環境が大きく変化してきたことから、これらの変化に対
年後の将来を⾒据え、⽔道事業の理想像を「安全」「強靭」「持続」の観点から明示するとともに、

組むべき事項や方策を示すものと
及び⽔道⽤⽔供給事業者に対し、早急に

上⽔道・簡易⽔道事業)
の考えを取り⼊れながら、⻑期的な視点に⽴った取り組みの方向性や、中⻑期的に進めていく

などの具体的な取り組
されている⽔道事業ビジョンに類する
に、現状評価・課題、将来の事業環境、地域の⽔道の理想像と目標設

⽔道事業ビジョンとして位置づけても差し支えない

は、厚⽣労働省より公表された「新⽔道ビジョン」の趣旨を踏まえて、
組むべき施策目標を定めるものであり、需要者に対しても事業の安定

計画期間や計画策定のための検討は、なるべく⻑期とすることが望ましいとされています。
年間を目標とし

21)年度を後期として、

像

■時代や環境の変化に対して的確に対応しつつ、水質基準に適合した水が、

必要な量、いつでも、どこでも、誰でも、合理的な対価をもって、持続的に受

給水人口や給水量が減

少した状況においても、

健全かつ安定的な事業

運営が可能な水道

持続

年後を見据えた水道の理想像を提示し、関係者間で認識を共有

〔水道サービスの持続

水道の目指すべき理想像とＳＤＧ

             

⽔道事業は、市街地を中心とした上⽔道事業と、富田・阪谷・和泉地区や下庄・上庄の一部地域に
安全・安心な⽔道⽔を供給しています。

、順次⽔道施設
とりまく経営環境は大きく変化しており、少子高齢化

少による⽔道利⽤者の減少に加え、節⽔型ライフスタイルの定着に伴う⽔道使⽤量の減少等により、⽔道料⾦収⼊は
中で、施設の再整備・再構築

⽔質の安全性の確保、災害時における給⽔確保も重要な課題となっています
⽉に「新⽔道ビジョン」を策定・公表しました。新⽔道ビジョンは、人口減少時

く経営環境が大きく変化してきたことから、これらの変化に対
年後の将来を⾒据え、⽔道事業の理想像を「安全」「強靭」「持続」の観点から明示するとともに、

組むべき事項や方策を示すものとして
及び⽔道⽤⽔供給事業者に対し、早急に

)においても、現状
の考えを取り⼊れながら、⻑期的な視点に⽴った取り組みの方向性や、中⻑期的に進めていく

取り組みを示す
⽔道事業ビジョンに類する

に、現状評価・課題、将来の事業環境、地域の⽔道の理想像と目標設
として位置づけても差し支えない

 

は、厚⽣労働省より公表された「新⽔道ビジョン」の趣旨を踏まえて、
組むべき施策目標を定めるものであり、需要者に対しても事業の安定

計画期間や計画策定のための検討は、なるべく⻑期とすることが望ましいとされています。
年間を目標とし、2020(令和

年度を後期として、20 年間を計画期間とします。

■時代や環境の変化に対して的確に対応しつつ、水質基準に適合した水が、

必要な量、いつでも、どこでも、誰でも、合理的な対価をもって、持続的に受

給水人口や給水量が減

少した状況においても、

健全かつ安定的な事業

運営が可能な水道

持続

年後を見据えた水道の理想像を提示し、関係者間で認識を共有

水道サービスの持続〕

水道の目指すべき理想像とＳＤＧsの目標

              

⽔道事業は、市街地を中心とした上⽔道事業と、富田・阪谷・和泉地区や下庄・上庄の一部地域に
を供給しています。
施設整備による⽔道普及の促進

環境は大きく変化しており、少子高齢化
少による⽔道利⽤者の減少に加え、節⽔型ライフスタイルの定着に伴う⽔道使⽤量の減少等により、⽔道料⾦収⼊は

、施設の再整備・再構築
⽔質の安全性の確保、災害時における給⽔確保も重要な課題となっています。

⽉に「新⽔道ビジョン」を策定・公表しました。新⽔道ビジョンは、人口減少時
く経営環境が大きく変化してきたことから、これらの変化に対

年後の将来を⾒据え、⽔道事業の理想像を「安全」「強靭」「持続」の観点から明示するとともに、
しています。また、本ビジョンでは

及び⽔道⽤⽔供給事業者に対し、早急に作成することを求めています。
現状を踏まえ、

の考えを取り⼊れながら、⻑期的な視点に⽴った取り組みの方向性や、中⻑期的に進めていく
みを示す「大野市営⽔道事業基本計画

⽔道事業ビジョンに類する⽔道事業の
に、現状評価・課題、将来の事業環境、地域の⽔道の理想像と目標設

として位置づけても差し支えないとされており

 （左図の強靭に該当）

は、厚⽣労働省より公表された「新⽔道ビジョン」の趣旨を踏まえて、50年後、100
組むべき施策目標を定めるものであり、需要者に対しても事業の安定

計画期間や計画策定のための検討は、なるべく⻑期とすることが望ましいとされています。
令和 2)年度〜
年間を計画期間とします。

の目標 

⽔道事業は、市街地を中心とした上⽔道事業と、富田・阪谷・和泉地区や下庄・上庄の一部地域に
を供給しています。 

整備による⽔道普及の促進
環境は大きく変化しており、少子高齢化

少による⽔道利⽤者の減少に加え、節⽔型ライフスタイルの定着に伴う⽔道使⽤量の減少等により、⽔道料⾦収⼊は
、施設の再整備・再構築等の検討を進める必要があ

。 
⽉に「新⽔道ビジョン」を策定・公表しました。新⽔道ビジョンは、人口減少時

く経営環境が大きく変化してきたことから、これらの変化に対
年後の将来を⾒据え、⽔道事業の理想像を「安全」「強靭」「持続」の観点から明示するとともに、

また、本ビジョンでは
作成することを求めています。

を踏まえ、継続的な⽔供給の実現に
の考えを取り⼊れながら、⻑期的な視点に⽴った取り組みの方向性や、中⻑期的に進めていく

大野市営⽔道事業基本計画
⽔道事業の中⻑期計画

に、現状評価・課題、将来の事業環境、地域の⽔道の理想像と目標設
とされており、本計画を「大野市⽔

（左図の強靭に該当）

100年後の将来を⾒据えた上
組むべき施策目標を定めるものであり、需要者に対しても事業の安定

計画期間や計画策定のための検討は、なるべく⻑期とすることが望ましいとされています。
年度〜2029(令和

年間を計画期間とします。 

⽔道事業は、市街地を中心とした上⽔道事業と、富田・阪谷・和泉地区や下庄・上庄の一部地域に

整備による⽔道普及の促進に努めてき
環境は大きく変化しており、少子高齢化や人口減

少による⽔道利⽤者の減少に加え、節⽔型ライフスタイルの定着に伴う⽔道使⽤量の減少等により、⽔道料⾦収⼊は
の検討を進める必要があ

⽉に「新⽔道ビジョン」を策定・公表しました。新⽔道ビジョンは、人口減少時
く経営環境が大きく変化してきたことから、これらの変化に対

年後の将来を⾒据え、⽔道事業の理想像を「安全」「強靭」「持続」の観点から明示するとともに、
また、本ビジョンでは、未だ⽔道

作成することを求めています。 
継続的な⽔供給の実現に

の考えを取り⼊れながら、⻑期的な視点に⽴った取り組みの方向性や、中⻑期的に進めていく施設規模
大野市営⽔道事業基本計画」を策定

中⻑期計画等を既に策
に、現状評価・課題、将来の事業環境、地域の⽔道の理想像と目標設

、本計画を「大野市⽔

 

 

（左図の強靭に該当） 

年後の将来を⾒据えた上
組むべき施策目標を定めるものであり、需要者に対しても事業の安定

計画期間や計画策定のための検討は、なるべく⻑期とすることが望ましいとされています。 
令和 11)年度の

 

1 

 

⽔道事業は、市街地を中心とした上⽔道事業と、富田・阪谷・和泉地区や下庄・上庄の一部地域に

に努めてき
や人口減

少による⽔道利⽤者の減少に加え、節⽔型ライフスタイルの定着に伴う⽔道使⽤量の減少等により、⽔道料⾦収⼊は
の検討を進める必要があ
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(大原)配水

Q=190㎥/日

HWL+291.33

LWL+288.53

V=80.0㎥

荒島簡水整備フロー図 

⽔源が伏流⽔のため大⾬時の濁りの発⽣や、指標菌が検出されている⽔源の代替⽔源として新⽔源（深井⼾）を整
備します。本実現方策により、安全で安定した⽔道⽔を供給します。 

V=150.2

木本取水井

(新設)

新設導水管

Q=236㎥/日

P

図

⽔源が伏流⽔のため大⾬時の濁りの発⽣や、指標菌が検出されている⽔源の代替⽔源として新⽔源（深井⼾）を整

蕗谷配水池

(既設)

向谷配水池

向谷水源

木本配水

Q=236

V=150.2㎥

V=93㎥

両水源計：

新設導水管

図 7 木本簡水整備フロー図

⽔源が伏流⽔のため大⾬時の濁りの発⽣や、指標菌が検出されている⽔源の代替⽔源として新⽔源（深井⼾）を整

蕗谷配水池

向谷配水池 遠藤配水池

向谷水源
遠藤1～4

水源

木本配水

Q=236㎥/日

蕗谷配水池

(増設)

V=114

両水源計：Q=210㎥/日

木本簡水整備フロー図 

⽔源が伏流⽔のため大⾬時の濁りの発⽣や、指標菌が検出されている⽔源の代替⽔源として新⽔源（深井⼾）を整

V=2.25㎥

GL+305.00
蕗谷配水池

V=114㎥
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⽔源が伏流⽔のため大⾬時の濁りの発⽣や、指標菌が検出されている⽔源の代替⽔源として新⽔源（深井⼾）を整

 

◆施設数の最適化
 富田地区の簡易⽔道について、⻄富田簡易⽔道と北富田簡易⽔道の一部、南富田簡易⽔道と富田簡易⽔道・北
富田簡易⽔道の一部の施設統廃合を⾏います。本実現方策により、配⽔場やポンプ施設数の最適化
安定した給⽔と固定費等

 

◆施設数の最適化
富田地区の簡易⽔道について、⻄富田簡易⽔道と北富田簡易⽔道の一部、南富田簡易⽔道と富田簡易⽔道・北

富田簡易⽔道の一部の施設統廃合を⾏います。本実現方策により、配⽔場やポンプ施設数の最適化
安定した給⽔と固定費等

 

新設

導水管

南富田

配水池

(新設)

南富田

2号水源

(新設)

V=397

Q=243㎥/日

南富田

水源

Q=255㎥/日

P

P

P

P

◆施設数の最適化⇒富田地区の
富田地区の簡易⽔道について、⻄富田簡易⽔道と北富田簡易⽔道の一部、南富田簡易⽔道と富田簡易⽔道・北

富田簡易⽔道の一部の施設統廃合を⾏います。本実現方策により、配⽔場やポンプ施設数の最適化
安定した給⽔と固定費等の維持管理費の

 

南富田配水

Q=73㎥/日

南富田

配水場

新設

導水管

V=397㎥

Q=316

南富田

配水場

⇒富田地区の 4 つの簡易⽔道事業
富田地区の簡易⽔道について、⻄富田簡易⽔道と北富田簡易⽔道の一部、南富田簡易⽔道と富田簡易⽔道・北

富田簡易⽔道の一部の施設統廃合を⾏います。本実現方策により、配⽔場やポンプ施設数の最適化
の維持管理費の削減

  

富田配水

Q=335

富田

水源
富田

配水場

Q=316㎥/日

一部布設替

配水管

P
富田

配水場

つの簡易⽔道事業 
富田地区の簡易⽔道について、⻄富田簡易⽔道と北富田簡易⽔道の一部、南富田簡易⽔道と富田簡易⽔道・北

富田簡易⽔道の一部の施設統廃合を⾏います。本実現方策により、配⽔場やポンプ施設数の最適化
削減を実現します。

富田配水

Q=335㎥/日

北富田

第1号

水源

富田

配水場

新設・

一部布設替

配水管

富田

配水場

図 8 富田地区

 
富田地区の簡易⽔道について、⻄富田簡易⽔道と北富田簡易⽔道の一部、南富田簡易⽔道と富田簡易⽔道・北

富田簡易⽔道の一部の施設統廃合を⾏います。本実現方策により、配⽔場やポンプ施設数の最適化
を実現します。 

北富田第1配水

Q=90㎥/日

北富田

号

水源

1,2号計：Q=409

新設・

一部布設替

配水管

西富田第

北富田

第1号

配水場
P

富田地区 4簡水整備フロー図

富田地区の簡易⽔道について、⻄富田簡易⽔道と北富田簡易⽔道の一部、南富田簡易⽔道と富田簡易⽔道・北
富田簡易⽔道の一部の施設統廃合を⾏います。本実現方策により、配⽔場やポンプ施設数の最適化

(連絡管)

配水

日

北富田第

北富田

第2号

水源

HWL+218.26

LWL+215.76

V=116.9

Q=409㎥/日

西富田第3水源(新設

Q=195㎥/日

エリア分岐

← →

P

P

簡水整備フロー図 

大野市民生環境部

富田地区の簡易⽔道について、⻄富田簡易⽔道と北富田簡易⽔道の一部、南富田簡易⽔道と富田簡易⽔道・北
富田簡易⽔道の一部の施設統廃合を⾏います。本実現方策により、配⽔場やポンプ施設数の最適化

北富田第2配水

Q=81㎥/日
新設・

一部布設替

配水管

西富田第

HWL+218.26

LWL+215.76

V=116.9㎥
西富田

配水池

Q=211

新設)

日

北富田

第2号

配水場

大野市民生環境部

富田地区の簡易⽔道について、⻄富田簡易⽔道と北富田簡易⽔道の一部、南富田簡易⽔道と富田簡易⽔道・北
富田簡易⽔道の一部の施設統廃合を⾏います。本実現方策により、配⽔場やポンプ施設数の最適化(集約

新設・

一部布設替

配水管

西富田第1､第2水源

西富田

配水池

(増設)

西富田配水

Q=325㎥/

HWL+218.26

LWL+215.76

Q=211㎥/日

P

大野市民生環境部上下水道課

富田地区の簡易⽔道について、⻄富田簡易⽔道と北富田簡易⽔道の一部、南富田簡易⽔道と富田簡易⽔道・北
集約)を図り、

西富田配水

/日

HWL+218.26

LWL+215.76

V=218㎥

上下水道課 



 

 

おいて、新⽔源や新浄⽔施設の整備、合理的な施設統廃合、⽼朽化施設の更新事業等を予定しており、その総額は約
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現在の事業別の
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更新を含む施設整備
おいて、新⽔源や新浄⽔施設の整備、合理的な施設統廃合、⽼朽化施設の更新事業等を予定しており、その総額は約
51 億円と⾒込んでいます。
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現在の事業別の
 

表6 市営水道事業の事業別水道料金

事  業 

西富田地区

簡易水道事業

富田地区 

簡易水道事業

荒島地区 

簡易水道事業

木本地区 

簡易水道事業

菖蒲池地区

簡易水道事業

和泉地区 

簡易水道事業

その他 

(上記以外)

 

9. 施設整備費用

10. 事業別の水道料金及び料金改定方針

上⽔道

簡易⽔道

計

事業種別

表 5 事業計画

更新を含む施設整備は、限られた財源の中で特に重要な施設整備事業を優先的に実施
おいて、新⽔源や新浄⽔施設の整備、合理的な施設統廃合、⽼朽化施設の更新事業等を予定しており、その総額は約

億円と⾒込んでいます。

現在の事業別の⽔道料⾦を示します。

市営水道事業の事業別水道料金

 給水地区

西富田地区 

簡易水道事業 

井ノ口、田野、川嶋

上・下麻生嶋

 

簡易水道事業 

土打、上野

富塚の一部

 

簡易水道事業 
蕨生、木落、佐開

 

簡易水道事業 

菖蒲池地区 

簡易水道事業 

 

簡易水道事業 

朝日、板倉、角野

貝皿、川合、後野

上・下大納、下山

 

) 
上記を除く地区

施設整備費用

事業別の水道料金及び料金改定方針

2,363,751

2,737,316

5,101,067

全体事業費

事業計画 

は、限られた財源の中で特に重要な施設整備事業を優先的に実施
おいて、新⽔源や新浄⽔施設の整備、合理的な施設統廃合、⽼朽化施設の更新事業等を予定しており、その総額は約

億円と⾒込んでいます。 

を示します。 

市営水道事業の事業別水道料金                            

給水地区 

井ノ口、田野、川嶋

上・下麻生嶋 

土打、上野 

富塚の一部 

蕨生、木落、佐開 

木本 

菖蒲池 

朝日、板倉、角野 

貝皿、川合、後野 

上・下大納、下山 

上記を除く地区 

施設整備費用 

事業別の水道料金及び料金改定方針

2020〜2024
（R2〜R6）

2,363,751

2,737,316

5,101,067 1,169,711

全体事業費

※料⾦はメーター

その他は大野市

は、限られた財源の中で特に重要な施設整備事業を優先的に実施
おいて、新⽔源や新浄⽔施設の整備、合理的な施設統廃合、⽼朽化施設の更新事業等を予定しており、その総額は約

 

                            

基本料金(10

(円/1 ヵ月

井ノ口、田野、川嶋 
937.2

1,144

 569.8

517

1,229.8

 

 

 

1,100

 1,650

事業別の水道料金及び料金改定方針

2020〜2024
（R2〜R6）

554,222

615,489

1,169,711

前期

※料⾦はメーター口径 13mm

大野市上⽔道事業、

は、限られた財源の中で特に重要な施設整備事業を優先的に実施
おいて、新⽔源や新浄⽔施設の整備、合理的な施設統廃合、⽼朽化施設の更新事業等を予定しており、その総額は約

                            

(10㎥迄) 

ヵ月) 

超過料金

937.2 

1,144 

569.8 

517 

1,229.8 

1,100 

1,650 

 

 

事業別の水道料金及び料金改定方針 

2025〜2029
（R7〜R11）

552,590

505,803

1,058,393

前期

13mm の家事⽤専⽤栓で

、北富田、阪谷第一・第⼆、南富田、下庄北部地区簡易⽔道事業

は、限られた財源の中で特に重要な施設整備事業を優先的に実施
おいて、新⽔源や新浄⽔施設の整備、合理的な施設統廃合、⽼朽化施設の更新事業等を予定しており、その総額は約

                            

超過料金(1 ㎥付

(円/1 ヵ月) 

99 

118.8 

60.5 

58.3 

135.3 

88 

181.5 

2025〜2029
（R7〜R11）

2030〜2034
（R12〜R16）

552,590 494,825

505,803 673,237

1,058,393 1,168,062

の家事⽤専⽤栓で 20 ㎥使⽤した場合の

北富田、阪谷第一・第⼆、南富田、下庄北部地区簡易⽔道事業

は、限られた財源の中で特に重要な施設整備事業を優先的に実施
おいて、新⽔源や新浄⽔施設の整備、合理的な施設統廃合、⽼朽化施設の更新事業等を予定しており、その総額は約

                            

㎥付) 

 

メーター使用料

(円/1

132

85.8

85.8

85.8

85.8

132

132

2030〜2034
（R12〜R16） （R17〜R21）

494,825

673,237

1,168,062

後期

㎥使⽤した場合の 1

北富田、阪谷第一・第⼆、南富田、下庄北部地区簡易⽔道事業

は、限られた財源の中で特に重要な施設整備事業を優先的に実施することとします。計画期間に
おいて、新⽔源や新浄⽔施設の整備、合理的な施設統廃合、⽼朽化施設の更新事業等を予定しており、その総額は約

                            【令和元年

メーター使用料 

/1 ヵ月) 

水道料金

132 

85.8 

85.8 

85.8 

85.8 

132 

132 

単位︓千円

2035〜2039
（R17〜R21）

762,114

942,787

1,704,901

後期

1 ヵ⽉分の料⾦(

北富田、阪谷第一・第⼆、南富田、下庄北部地区簡易⽔道事業

します。計画期間に
おいて、新⽔源や新浄⽔施設の整備、合理的な施設統廃合、⽼朽化施設の更新事業等を予定しており、その総額は約

【令和元年10月1日適用

水道料金(20 ㎥

計(円/1 ヵ月

2,059 

2,418 

1,261 

1,186 

2,669 

2,112 

3,597 

単位︓千円

2035〜2039
（R17〜R21）

762,114

942,787

1,704,901

(消費税 10％を含む

北富田、阪谷第一・第⼆、南富田、下庄北部地区簡易⽔道事業で同一料⾦。

4 

 
します。計画期間に

おいて、新⽔源や新浄⽔施設の整備、合理的な施設統廃合、⽼朽化施設の更新事業等を予定しており、その総額は約

 

日適用】 

㎥) 

ヵ月) 

％を含む) 

料⾦。 

 

 

 

 

 

 

 

基本計画の
画と実績との乖離がある場合は、その原因を分析し、必要に応じて計画の⾒直し、改善検討を⾏います。

 

 

 

 

11

計画の策定

・基本計画策定
・基本計画に基づき、
　毎年度の実施計画
　を前年度末に策定

次年度事業への反映
改善の検討

・達成状況に基づき、
　必要に応じて来年
　度以降の計画を
　修正

Plan

Action

◎料⾦改定方針
上⽔道と料⾦が同一でない簡易⽔道において、施設整備を

な負担増を和らげるため、

基本計画の進捗状況について、
画と実績との乖離がある場合は、その原因を分析し、必要に応じて計画の⾒直し、改善検討を⾏います。

11. PDCA

計画の策定

・基本計画策定
・基本計画に基づき、
　毎年度の実施計画
　を前年度末に策定

次年度事業への反映
改善の検討

・達成状況に基づき、
　必要に応じて来年
　度以降の計画を
　修正

lan

ction

※料⾦はメーター

◎料⾦改定方針
上⽔道と料⾦が同一でない簡易⽔道において、施設整備を

な負担増を和らげるため、

図 10 フォローアップ計画

進捗状況について、
画と実績との乖離がある場合は、その原因を分析し、必要に応じて計画の⾒直し、改善検討を⾏います。

PDCA サイクルに基づくフォローアップ

・実施計画に基づき、
・基本計画に基づき、 　毎年度の施設整備
　毎年度の実施計画 　を実施

・進捗状況を関係者で

次年度事業への反映 達成状況の確認

・達成状況に基づき、 ・実施状況に基づいて
　結果を評価

D

C

※料⾦はメーター

 
上⽔道と料⾦が同一でない簡易⽔道において、施設整備を

な負担増を和らげるため、年あたりの最大改定率を

フォローアップ計画

図 9

進捗状況について、PDCA サイクルに基づいたフォローアップを⾏い、指標により達成状況を確認します。計
画と実績との乖離がある場合は、その原因を分析し、必要に応じて計画の⾒直し、改善検討を⾏います。

サイクルに基づくフォローアップ

事業の推進

・実施計画に基づき、
　毎年度の施設整備
　を実施
・進捗状況を関係者で

共有

達成状況の確認

・実施状況に基づいて
　結果を評価

Do

Check

※料⾦はメーター口径 13mm の家事⽤専⽤栓で

上⽔道と料⾦が同一でない簡易⽔道において、施設整備を
年あたりの最大改定率を

フォローアップ計画 

9 市営水道事業の事業別水道料金

サイクルに基づいたフォローアップを⾏い、指標により達成状況を確認します。計
画と実績との乖離がある場合は、その原因を分析し、必要に応じて計画の⾒直し、改善検討を⾏います。

表 7 

事
業

簡
易
水
道

上
水
道

サイクルに基づくフォローアップ

事業の推進

・実施計画に基づき、
　毎年度の施設整備

・進捗状況を関係者で
共有

達成状況の確認

・実施状況に基づいて

の家事⽤専⽤栓で

上⽔道と料⾦が同一でない簡易⽔道において、施設整備を
年あたりの最大改定率を 20％

 

市営水道事業の事業別水道料金

サイクルに基づいたフォローアップを⾏い、指標により達成状況を確認します。計
画と実績との乖離がある場合は、その原因を分析し、必要に応じて計画の⾒直し、改善検討を⾏います。

 業務指標のフォローアップ時の目標値

指標

配水池の
耐震化率(％)

有収率(％)

有収率(％)

施設利用率(％)

管路の
耐震管率(％)

浄水施設の
耐震化率(％)

管路の耐震
適合管率(％)

施設利用率(％)

料金回収率(％)

料金回収率(％)

経常収支
比率(％)

経常収支
比率(％)

サイクルに基づくフォローアップ 

の家事⽤専⽤栓で 20 ㎥使⽤した場合の

上⽔道と料⾦が同一でない簡易⽔道において、施設整備を⾏った
％までとし、段階的な改定を⾏う

市営水道事業の事業別水道料金 

サイクルに基づいたフォローアップを⾏い、指標により達成状況を確認します。計
画と実績との乖離がある場合は、その原因を分析し、必要に応じて計画の⾒直し、改善検討を⾏います。

業務指標のフォローアップ時の目標値

要素

耐震配水池容量(㎥)

全配水池容量(㎥)

耐震管路延長(km)

全水道管路延長(km)

一日平均給水量(㎥/日)

施設能力(㎥/日)

一日当り有収水量(㎥/日)

一日平均給水量(㎥/日)

供給単価(円/㎥)

給水原価(円/㎥)

経常収益(百万円)

経常費用(百万円)

浄水施設の耐震化率(㎥/日)

施設能力(㎥/日)

耐震適合管路延長(km)

全水道管路延長(km)

一日平均給水量(㎥/日)

施設能力(㎥/日)

一日当り有収水量(㎥/日)

一日平均給水量(㎥/日)

供給単価(円/㎥)

給水原価(円/㎥)

経常収益(百万円)

経常費用(百万円)

 

㎥使⽤した場合の 1 ヵ⽉分の料⾦

⾏った年度から上水道との料⾦統⼀を図る。
、段階的な改定を⾏う

大野市民生環境部

サイクルに基づいたフォローアップを⾏い、指標により達成状況を確認します。計
画と実績との乖離がある場合は、その原因を分析し、必要に応じて計画の⾒直し、改善検討を⾏います。

業務指標のフォローアップ時の目標値 

耐震配水池容量(㎥)

全配水池容量(㎥)

耐震管路延長(km)

全水道管路延長(km)

一日平均給水量(㎥/日)

施設能力(㎥/日)

一日当り有収水量(㎥/日)

一日平均給水量(㎥/日)

供給単価(円/㎥)

給水原価(円/㎥)

経常収益(百万円)

経常費用(百万円)

浄水施設の耐震化率(㎥/日)

施設能力(㎥/日)

耐震適合管路延長(km)

全水道管路延長(km)

一日平均給水量(㎥/日)

施設能力(㎥/日)

一日当り有収水量(㎥/日)

一日平均給水量(㎥/日)

供給単価(円/㎥)

給水原価(円/㎥)

経常収益(百万円)

経常費用(百万円)

69%

75%

6%

現状

0%

64%

30%

16%

51%

109%

104%

66%

115%

ヵ⽉分の料⾦(消費税

上水道との料⾦統⼀を図る。
、段階的な改定を⾏う（激変緩和措置）

大野市民生環境部

サイクルに基づいたフォローアップを⾏い、指標により達成状況を確認します。計
画と実績との乖離がある場合は、その原因を分析し、必要に応じて計画の⾒直し、改善検討を⾏います。 

0

840 840

51 56

80 79

1,306 1,421

4,400 4,423

899 1,048

1,306 1,421

231 231

353 401

149 147

136 147

435 435

2,643 2,575

6 49

96 96

1,349 1,133

2,643 2,575

1,010 904

1,349 1,133

132 204

128 275

78 130

68 155

74%

80%

51%

現状
2029(令和11)

年度末

0%

71%

32%

84%

17%

44%

100%

74%

58%

消費税 10％を含む

上水道との料⾦統⼀を図る。
（激変緩和措置）

大野市民生環境部上下水道課

 

 
サイクルに基づいたフォローアップを⾏い、指標により達成状況を確認します。計

 

0 1,415

840 1,415

56 62

79 79

1,421 1,441

4,423 2,679

1,048 1,137

1,421 1,441

231 231

401 485

147 147

147 147

435 968

2,575 2,151

49 69

96 96

1,133 970

2,575 2,151

904 810

1,133 970

204 239

275 341

130 121

155 161

79%

84%

45%

72%

2029(令和11) 2039(令和21)
年度末

100%

78%

54%

45%

75%

48%

100%

70%

％を含む) 

上水道との料⾦統⼀を図る。ただし、急
（激変緩和措置）。 

上下水道課 

 

 


